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建設混合廃棄物について
（建設混合廃棄物のリサイクル推進に関する実態調査（H25-H26）)
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・最終処分される全産業廃棄物のうち42%（30 万トン）が建設業
からの廃棄物で、このうち建設混合廃棄物は7.3 万トンです

・この7.3 万トンは、建設業からの建設混合廃棄物の排出量
（10.7 万トン）の68％です

廃棄物の種類別最終処分率
（平成2７ 年度北海道産業廃棄物処理状況調査報告書）

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
道の　北海道産業廃棄物処理状況調査報告書によると、建設業から排出される廃棄物のうち、最終処分率が最も高いのは、建設混合廃棄物の６８％になります。これは、他の廃棄物に比べて、非常に大きな割合になっています。



国土交通省 平成２４年度建設副産物実態調査結果

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
また、全国の産業廃棄物の最終処分率をみると、北海道は、多い方から６番目となっています。これをみても、対応すべき重要な課題であることがわかります。



背景・目的
建設混合廃棄物の
リサイクル推進が
喫緊の課題

北海道経済連合会
建設混合廃棄物の再生利
用促進に関する検討会

建設混合廃棄物の再
生利用促進のための
基本的な考え方

H25.7

・分別解体の状況調査
・建設混合廃棄物の発生・排出状況の調査
・処理施設整備状況、建設混合廃棄物の処理状況などの状況調査
・発生した廃棄物、中間処理産業廃棄物の性状、組成の分析
・固形燃料やセメントなどの原燃料化
・現状を踏まえた施設整備のあり方

建設混合廃棄物のリサイクル推進に関する実態調査
建設混合廃棄物処理における課題を明らかにし、リサイクルの推進に資する

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
背景と目的です．建設混合廃棄物の最終処分率が高い現状から、リサイクルを推進することが重要な課題です。これを受けて、北海道経済連合会では、建設混合廃棄物の再生利用促進に関する検討会を開催し、建設混合廃棄物の再生利用促進のための、基本的な考え方をまとめました．これを受けて、私たちは、実態調査を行うこととしました。基本的な考え方のうち、本調査で取り上げるのは、ここに示す、分別解体状況、建設混廃の発生、排出状況、処理状況といった状況調査、廃棄物の組成分析、現状を踏まえた施設整備のあり方についてです．本調査では、マニフェスト分析、中間処理施設、収集運搬施設、最終処分場などのヒアリング調査、コスト調査、アンケート調査などを実施していますが、本日は、これらをまとめ、建設混合廃棄物のリサイクルを推進する上での課題と解決するための提案にまとめて報告いたします。



建設・
解体現場 中間処理施設収集運搬・

積替保管

・発生した廃棄物、中間処理産業廃棄物の性状、組成の分析
・固形燃料やセメントなどの原燃料化

各段階における状況調査 ・分別解体の状況調査
・建設混合廃棄物の発生・排出状況の調査
・処理施設整備状況、建設混合廃棄物の処理状況などの状況調査

現状を踏まえた施設整備のあり方

廃棄物の分析

リサイクルへ

最終処分へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．
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プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．



建設・解体現場

・分別手間、運搬手間の多さ
・現場保管スペースの不足

複合材料、水平方向運搬手間 狭小宅地、作業員不足

【課題】非効率な解体現場

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
続いて、現場の状況ですが、一例となりますが、ビル建築物の解体現場では、垂直方向への廃棄物の移動は、縦シャフトなどを利用して効率よくできているのですが、各階の水平方向への廃棄物運搬は手作業になるなど、手間の多さがみられました。木造戸建住宅現場では、土地が狭く、作業員の数も少ない状況であり、分別カゴなどの設置スペースを確保しにくい状況が見られました。



建設・解体現場
【課題】

事業者 排出項目数 建設混廃の
割合

マニフェスト
種類

A社（本州） 15 11 % 紙

B社（本州） 13 0.4 % 紙

C社（本州） 19 1.3 % 紙

D社（道内） 10 38 % 紙

E社（道内） 15 0.5 % 紙

事業者 排出項目数 建設混廃の
割合

マニフェスト
種類

F社（本州） 11 5 % 紙

F社（本州） 8 0 % 電子

G社（本州） 16 2 % 電子

H社（本州） 8 12 % 電子

I社（本州） 9 20 % 電子

J社（本州） 14 54 % 紙

K社（道内） 15 50 % 紙

L社（道内） 11 12 % 紙

ゼネコン事業者

木造戸建住宅事業者

マニフェスト交付状況報告書 紙2,157件、電子6,052件

本州大手事業者

道内事業者
規模の小さな事業者の実態は不明

建設混合廃棄物の排出割合

事
業
者
の
規
模

事業者の規模と建設混合廃棄物排出割合の関係
H24年度のマニフェスト交付等状況報告書(電子+紙)を基に作成

・道内事業者の現場では建設混合廃棄物の
排出割合が高い

・木造戸建住宅事業者の建設混合廃棄物排
出割合が高い

・少量排出の現場が多く対応が必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、まず、建設・解体現場の状況を見てみましょう．我々は建築分野の人間ですので、あえて、「意識の低さ」と表現させて頂きました．ここに示したものは、平成２４年度のマニフェスト交付状況報告書を分析した結果です。道内の１年間の報告書を全てデータ化し集計しました．まず、ゼネコン事業者及び木造戸建住宅事業者から排出される産業廃棄物を現場毎に集計しました。現場で排出された、廃棄物のマニフェストの項目数（種類）は多く、分別がされていると言えますが、建設混合廃棄物の排出割合は、事業者によって大きな差が見られました。ざっくりいいますと、本州大手の事業者は建設混合廃棄物の排出割合が少なく、道内の事業者は多めということがわかりました。特に、木造戸建住宅事業者においては、大量の建設混合廃棄物を出している事業者も見られました。また、道央の現場での建設混合廃棄物の排出割合が高めであること、１現場から排出される量は少ないが、その現場数が多いこともわかっています。



建設・解体現場
【提案】
・分別教育の実施と分別の徹底

・排出量の小さな現場、木造戸建住宅の現場にお
ける意識の向上

・小口巡回収集
システムの導入

現場A現場B
現場C

現場D 現場G

現場E 現場F

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提案です．現場での意識を高めるために、分別教育の実施と分別の徹底が必要です。特に、木造戸建住宅現場において、意識の向上が必要です．首都圏を中心に始まっている、少量排出の現場に対応するための、小口巡回収集システムの検討が道央圏でそろそろ必要では無いでしょうか。解体現場の効率を向上するために、分別教育の実施と分別の徹底を行い、現場作業の高効率化が必要です．また、先ほどと同じになりますが、小口巡回収集システムが有効であると考えます．
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解体現場 中間処理施設収集運搬・
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・固形燃料やセメントなどの原燃料化

各段階における状況調査 ・分別解体の状況調査
・建設混合廃棄物の発生・排出状況の調査
・処理施設整備状況、建設混合廃棄物の処理状況などの状況調査

現状を踏まえた施設整備のあり方

廃棄物の分析

リサイクルへ

最終処分へ

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．



収集運搬業者（積替保管）

・収納コンテナからの取り出し作業、及びコンクリート土
間での選別作業は、作業者の腰への負担が大きい。

【課題】

収納コンテナからの取り出し作業 屋外、コンクリート土間での選別作業

・屋外での選別作業は、天候によって大きく作業効率に左
右する。



【提案】
・収集コンテナ→パレテーナの導入

収集運搬業者（積替保管）

・コンクリート土間→移動式作業台の導入

http://www.eco-nakamichi.com/1003jpg/800/4.jpg
http://www.eco-nakamichi.com/1003jpg/800/4.jpg
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ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．



中間処理業者（施設単体）
【課題】

コンクリート土間での選別作業
リサイクル率40～50％

・ライン選別等を導入した選別処理能力の高い施設が少ない
・コンクリート土間での選別が多い
・構内及び施設内の作業動線の交錯など非効率な作業環境
・作業者の不足と身体的負担のかかる作業姿勢

ライン選別
リサイクル率60～70％

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、中間処理施設の施設単体についてです。まず、選別処理能力の向上が課題として上げられます。道内には、選別能力の高い、機械とライン選別を組み合わせた施設が少ない状況です。また、分別作業についても、人と重機の動線が交錯している場合がみられること、ライン選別でも、選別品の移動がクロスするなど、効率を向上できる余地がみられました。また、作業をしている方も、事業所によっては高齢の方が多い場合もありますので、体への負担も課題として上げられます。



【提案】
・不良作業姿勢をなるべく少なくする。
・腰部負担軽減用アシストスーツの着用。
・床に白線表示などを行い、作業エリア区分を明確化。
（構内重機運行、作業動線のみなおし）
・コンクリート土間選別から機械選別機＋ライン選別へ

中間処理業者（施設単体）

作業エリア区分の例

アシストスーツ

ライン選別

不良作業姿勢の一例

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
提案です．当然のことではありますが、コンクリート土間選別から、高効率な選別機械やラインの導入が必要です．また、レイアウトの見直しや、運行管理システムの導入なども有効です．作業姿勢の改善も、優秀な人材を長期にわたって確保するためには重要と言えます．
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ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．



廃棄物の組成分析

分析結果① 分析結果② セメント
受入基準

塩素(Cl) 0.36 % 0.40 % < 0.1 %

クロム(Cr) 557 ppm 240 ppm < 170 ppm

鉛(Pb) 1,024 ppm 141 ppm < 1,000 ppm

ふるい下残さ 管理型
産業廃棄物

最終処分率の低減に寄与

ふるい下残さの成分分析

ふるい下残さの活用には、塩素とクロムの
減少が課題

活用

塩ビクロスやCCA処理木材の分別など建築側の対応が必要

受け入れ先、リサイ
クル施設の設置や連
携が必要

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中間処理施設で、更なるリサイクル向上のためには、前出のふるい下残さの有効活用があげられます。ふるい下残渣は、廃棄物の受入量に対して30%近い量が排出されるため、更なるリサイクル率向上のためには、対策が必要です．セメント工場での受け入れを想定し、成分分析を実施しました。この結果、塩素やクロムがセメント受け入れ基準を超える結果となりました。中間処理施設で、塩素やクロムの原因と考えられる、塩ビやCCA処理木材を分別することには限界があります。建築側の対応でこれらが建設混合廃棄物に混入しないような対策が必要と言えます。また、この様なふるい下残さ以外にも、RPFなどリサイクル品の受け入れ施設との連携、あるいは、新設もリサイクル率向上のためには重要なことと言えます。
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ここで、建設混合廃棄物の発生・処理の流れを簡単に説明します。まず、建設・解体現場で産業廃棄物が発生します。現場で分別を行い、できないものは混合されて排出されます。これらが、収集運搬され、積み替え保管施設で、積み替えられて、中間処理施設に運ばれます．ここで、選別され、リサイクルできるものは、PRFの様に燃料化などが行われます．リサイクルできないものは、最終処分されます．下段に、各段階に対応する、先ほどの基本的な考え方の項目を示します．



中間処理施設（広域整備）
建設混合廃棄物の排出と処理のミスマッチ

① 建設混合廃棄物の発生量
とリサイクル率

・建設混合廃棄物のリサイクル率が全
道的に低い

・札幌石狩圏域からの建設
混合廃棄物発生量が多い
がリサイクル率が低い

・空知、函館市、旭川市、
渡島のリサイクル率は高
いが他では低い

【課題】

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、中間処理施設について、道内全域に拡大して、広域整備の視点でみてみます。課題としては、建設混合廃棄物の排出と処理のミスマッチがあげられます。H１９年度の道の調査によると、各地域のリサイクル率は、かなりの偏りがみられます。特に、空知、函館市、旭川市、渡島などでは比較的リサイクル率が高くなっていますが、その他の地域は、ほとんどリサイクルされてない結果になっています。また、建設混合廃棄物の排出量は、札幌を中心とした札幌・石狩管内などで非常に多くなっており、一極集中が顕著です。



広域でみた施設整備のあり方
【課題】 建設混合廃棄物の排出と処理のミスマッチ
・中間処理施設を持たない圏域がある
・札幌石狩、道南、胆振
圏域に選別許可を有す
る施設が集中し、他の
地域にはほとんどない

② 中間処理施設の分布と選別の処理能力

北海道、札幌市、旭川市及び函館市
が公開している産業廃棄物処理事業
者名簿より、選別許可（廃プラス
チック類、紙くず、木くず、繊維く
ず、金属くず、ガラスくず、コンク
リートくずお及び陶器くず、がれき
類の７種類以上）を有する事業者を
抽出。
選別能力は許可証記載又は北海道産
業廃棄物協会会員情報による。選別
能力が不明な場合には10t/日とした。
浮遊選別、破砕・選別を除く。

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
中間処理施設のうち、選別許可を有する事業者と、その処理能力は、石狩、空知、後志、胆振、函館市で多く、そのほかの地域では、ほとんどなく、選別の許可を有しない、分別能力のあまり高くない処理施設が多くなっています。建設混合廃棄物は、どの地域でも、量は少なくても発生するので、それを処理する施設が偏っているというのは、課題と言えます。



道東圏域

胆振圏域

道南圏域

札幌石狩圏域

道北圏域

■ 建設混合廃棄物の移動
（排出場所→中間処理施設）

電子マニフェスト交付等報告
書の分析結果。
□内の数字は管内での処理割
合。
矢印の数字は管外へ移動した
割合を示す。
※10％以下の移動割合を除い
たため、移動量の収支は
100％とはならないことがあ
る。

宗谷から旭川、オホーツクから旭川市、根室から釧路、渡
島と檜山から函館市、日高から胆振など、圏域内での移動
が主である。

電子マニフェストからみた建設混合廃棄物の移動

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
次に、先ほどの、おおよそ５圏域内で、建設混合廃棄物は移動しているという、状況がありました．同様に、色分けするとこんな感じになります。これらの地域に拠点を置くことで、１４拠点よりも効率的にリサイクル率を向上することができるかもしれません。



【拠点施設】（C）【既存施設】（B）

中間処理？

再生に利用

最終処分へ 最終処分へ

再生に利用

最終処分へ

yes

必ず中間処理する（80％,60％）

0拠点 :拠点化なし（現状）
5拠点 ：石狩、上川、十勝、渡島、苫小牧
14拠点：各総合振興局

以下の３パターンで分析
【排出事業場】（A）

AC≧AB
AC<AB

AC<15

拠点施設の配置案（シミュレーション方法）

no

圏域 範囲
仮定する
拠点施設
の場所

拠点化施設
の再生利用率
（％）

札幌
石狩

札幌市、石狩、
空知、後志

石狩
総合振興局 80

道南 函館市、渡島、
桧山

渡島
総合振興局 60

胆振 胆振、日高 苫小牧市役所 60

道東 十勝、釧路、
根室

十勝
総合振興局

60

道北
旭川市、上川、
宗谷、オホー
ツク、留萌

上川
総合振興局 60

圏域の範囲並びに仮定する拠点化施設設置場所及び再生利用率

用いたデータ：
H24電子マニフェスト
H24産業廃棄物管理票交付等状況報告書

再生利用率は平成19年
度北海道産業廃棄物処
理状況調査のデータを
利用

-GIS（地理情報システム）を用いたシミュレーション-

■使用したソフト ArcGIS Network Analyst
■使用したデータ 交通規制情報付き道路ネットワーク データ



【提案】拠点化による
リサイクル率の向上

広域でみた施設整備のあり方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シミュレーション結果です。縦軸は、最終処分量なので、少ない方がリサイクル量が多いことになります。札幌市における、排出量が非常に多く、５拠点化によって、大きく削減していることがわかります。旭川市とオホーツクでも削減されています。



・拠点化により道内のリサイクル率の向上が可能
・札幌石狩圏域でのリサイクル率向上

【提案】 拠点化によるリサイクル率の向上

広域でみた施設整備のあり方

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シミュレーション結果です。縦軸は、最終処分量なので、少ない方がリサイクル量が多いことになります。札幌市における、排出量が非常に多く、５拠点化によって、大きく削減していることがわかります。旭川市とオホーツクでも削減されています。



最近の動向

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シミュレーション結果です。縦軸は、最終処分量なので、少ない方がリサイクル量が多いことになります。札幌市における、排出量が非常に多く、５拠点化によって、大きく削減していることがわかります。旭川市とオホーツクでも削減されています。
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脂
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シ
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定
出
荷
量

(t)○樹脂サッシについて

①全国に先駆けて北海道で普及。

②建物の老朽化に伴い、廃棄される量が増大
するおそれ。

③塩化ビニル樹脂(塩ビ、PVC)で主に構成。

④硬質PVC部分は高品質なPVC。

⑤ PVCは、燃焼させると塩化水素ガスやダイオ

キシン類が発生する恐れがあり、サーマル
リサイクルが困難。現状ではほとんどが埋
立処分。

図１ 樹脂サッシの推定出荷量(t)

・メーカーや業界団体により、マテリアルリサイクルに向けたシステム構築が検討されて
いる。

・道総研では、選別工程等のコスト試算などにより、道内でのマテリアルリサイクルに向
けた実現可能性調査を実施中。

1990年代半ばには数万ｔが出荷された。



◆廃樹脂サッシのマテリアルリサイクルに向けた問題点の
例

【発生に関する問題】

・建物の解体現場から発生するため、産廃の発生場所が不特定。

・１軒の家屋であれば、数百kg程度の発生量と推計されている。

・北海道は広大であるため、発生場所から処理施設までの輸送距離
が長い。

→ 広く、薄く発生するため、収集コストがかかる。
図２ 樹脂サッシの構成例

【選別・リサイクルに関する問題点】

・ガラスや金属など、材質の異なる部材で複雑に構成され、解体・選別には多大な労力と
コストが必要。

【安定剤の問題】

・昔の樹脂サッシには、PVCの安定剤として鉛が使用されている事例が多く、マテリアルリ
サイクルを行う時の障害となっている。

→溶出することはないが、近年は鉛の使用が回避されている。



本調査は、協力機関として、株式会社苫小牧清掃社、株式
会社本間解体工業、太平洋セメント株式会社、日鉄セメント
株式会社、公益社団法人北海道産業廃棄物協会の４社１協会
にご協力頂きました。ここに記して感謝いたします。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
シミュレーション結果です。縦軸は、最終処分量なので、少ない方がリサイクル量が多いことになります。札幌市における、排出量が非常に多く、５拠点化によって、大きく削減していることがわかります。旭川市とオホーツクでも削減されています。
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